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新型コロナの心理的影響と学校教育 
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はじめに 

 2020 年ほど予想していた一年と現実が大きく乖離した一年はなかった

であろう。この年は 2013 年に決定した東京オリンピック・パラリンピッ

クの開催、憲法改正に向けての国民投票など、すでに一年が始まる前から

多くのイベントが話題となっていた。しかし、現実はどのイベントも開催

されることはなかった。その前年末である 2019 年 12 月、中華人民共和国

の武漢から発生したとされる新型コロナウイルス感染症（以下、新型コロ

ナ）が世界中で猛威を振るい、わずか 1 年で世界の状況を一変させたから

だ。新型コロナの流行は、中世ヨーロッパでペストが流行したときのよう

に死者を多く出したことが社会的に大きな影響を及ぼすことよりも、各国

の政策が（もちろんウイルス自体の影響も無視できないが）、現代社会に大

きな影響を及ぼした。我が国でも、いわゆる三密を避けたソーシャルディ

スタンスや自粛の要請などの感染症の対策が行われている。確かにこのよ

うな感染症の対策は一定の効果があるだろう。しかしながらこうした人々

の行動を制限した一連の対策は、人々の心理にも影響を及ぼしている可能

性が大いにある。つまり、物理的に人との距離を空けるソーシャルディス

タンスによって、人々の心の中にも人との距離が置かれたり、外に出るこ

とを制限した自粛によって人々の心の中にも新しいものに触れる意識そ

のものを失わせていたりするのではないか、ということだ。そしてそれは、

学問の本質である好奇心を我々から取り除いてしまっているのではない

か。 

 本稿では新型コロナが与えた社会的影響のうち、心理的影響に焦点を当

てる。そしてそれらの影響が学校教育においてどのように表れているかに

ついて論じる。 
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１．新型コロナの社会的影響 

（１）我が国の新型コロナへの対応 

我が国で新型コロナの感染者が初めて確認されたのは 2020 年 1 月 15

日であったとされる。3 月に起きたダイアモンドプリンス号でのクラスタ

ーなども騒がれ、国内での感染者の数は増え続けた。そして 4 月 7 日から

は東京都など全国 7 都道府県で緊急事態宣言が出され、4 月 16 日からは

全国に宣言が拡大された。そしてこれは 5 月 14 日まで続き、主要都市で

は 5 月 25 日までと、約 2 か月間、経済活動が制限される状態が続いた。 

この宣言解除後は従来通りの経済活動が復活し、今まで通りの生活が戻

ることとなったが、実際には今まで同じ生活は戻ることはなかった。換気

の悪い密閉空間・多数が集まる密閉場所・間近で会話や発生をする密接場

面を合わせたいわゆる「三密」を避けた行動、その三密にならないように

人との間隔を空ける「ソーシャルディスタンス」、「不要不急の外出」を控

えた「自粛」などの状況が常態化している。マスク着用は今や当たり前、

定期的な換気も絶対条件、人が密集しないような空間の工夫などは 2019

年以前の人間が見れば驚くであろう。また、国外への旅行は完全になくな

ったが、国内の旅行も現実は行くことが難しい。知人の話では週末に市外

へ外出するだけでも事前に管理職への報告と許可が必要である始末であ

る。  

 

（２）我が国の対策の心理的影響 

このような三密を避けたソーシャルディスタンスを保った行動、不要不

急の外出を避けた自粛の奨励は感染症への対策には効果があるだろう。し

かしその一方でこうした物理的に人との距離を空け、不要な用事以外は外

に出ないという習慣は心理的にも影響を及ぼしていると考えられる。そも

そも心理学では習慣をはじめとした人間の行動が心理的な影響を及ぼし

ていることは従来から唱えられてきた。例えば竹原（2013）によれば(1)、

 

(1) 山内弘継・橋本宰監修，岡市廣成・鈴木直人編集（2006 年）『心理学概論』ナカ

ニシヤ出版、198 頁。 
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Rossberg-Gempton ら(1993)の実験(2)では、実験参加者に特定の姿勢を一

定時間取らせ続けた。そしてその後の感情を見ると、背筋をピンと伸ばし

胸を張った姿勢ではポジティブな感情が喚起され、逆に背中を曲げ気味に

うなだれうつむき加減な姿勢ではネガティブな感情が喚起されたことが

報告されている。この例は姿勢によって感情が左右されるというものであ

るが、このような法則は行動や習慣でも同じことがいえる。つまり、新型

コロナでの自粛などの抑制された行動は、人間の心理をも抑制している可

能性がある。本来人間は自分の知らないことや珍しいこと、神経なことに

興味を感じたり、知りたいと思ったりする欲求を持っている。しかし、こ

のような知的好奇心は自粛によって抑えられ、失われていくのではないか。 

また、ソーシャルディスタンスはパーソナル・スペースの観点からも心

理的な影響を与えているといえる。パーソナル・スペースとは個人空間と

訳されるように人の身体を中心にした、直接見ることのできない空間領域

のことであると渋谷(1990)は定義している(3)。そして、二者間の距離の大

きさコミュニケーションの際の相互の親密さを調整する働きがあるとい

う(4)。つまり親密になるほど二者間距離は近く、親密ではないほど二者間

の距離は遠くなる。ソーシャルディスタンスは人との距離を 2m 以上空け

るものであるので、親密性も遠くなっていく可能性が挙げられる。 

 

２．教育・学問の現状 

（１）新しい学習指導要領と現状 

教育現場では 2020 年度から新しい学習指導要領がスタートした。この

新しい学習指導要領では、これからの教育課程の理念として「社会に開か

れた教育課程」の実現を目指しており、その実現のために従来の「何を学

ぶか」という指導内容の見直しにとどまらず、「どのように学ぶか」、「何が

 

(2) Rossberg-Gempton, I.E., Dickinoson, J., Kristiansen., L.G., &Allin,S (1993 年)

『The effect of open and closed postures on pleasant and unpleasant emotion.』The 

Arts  in Psychotherapy, 20、75-80 頁。 
(3) 渋谷昌三（1990 年）『人と人との快適距離―パーソナル・スペースとは何か』日

本放送出版協会、11 頁。 

(4) 同上、38-39 頁。 
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できるようになるか」を改善することを求めている。特に「どのように学

ぶか」について、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善（ア

クティブ・ラーニングの視点からの授業改善）を推進している。そして、

アクティブ・ラーニングの実現に向け、教育の現場ではグループワークを

充実させた授業をはじめとしたさまざまな授業改革が行われていた。 

しかしながらこのようなアクティブ・ラーニングへの期待がありながら

迎えた 2020 年であったが、新型コロナの影響は教育の現場も大きく変え

てしまった。2020 年 4 月から一斉休校が行われ、学校は一時停止の状態

となった。自宅待機となった生徒の学力保障のためにも休校中はオンライ

ン授業が多くの学校で導入された。しかし、休校の期間はただでさえ足り

ない授業時間数に頭を悩ませることとなった。また、アクティブ・ラーニ

ングの実現については、かなり厳しい状況になった。上記のような授業時

間の確保やソーシャルディスタンスを保つためにグループワークが控え

られており、実現が難しくなっていることが現状である。 

 

（２）危惧 

こうした状況で恐れられていることは「教師主導の授業への先祖返り」

であるという(5)。つまり、オンラインでの少ない時間での授業や授業時間

の確保のために教師が一方的に授業することになってしまい、アクティ

ブ・ラーニングが実践できず、従来の授業のままになってしまっているこ

とが問題であるという。この意見には賛同できる部分が大きいが、ここで

恐れられていることはどちらかといえばアクティブ・ラーニングと同義で

ある「主体的・対話的で深い学び」の「対話的な学び」の方であろう。オ

ンライン授業や授業時間の少ない状況ではグループワークなどの作業が

容易にできないのは目に見えている。このような状況の中では対話的な学

びができず、兎に角「いかに効率よく教えられるか」という教師一方的な

授業になるのは致し方ないのかもしれない。さらに、新型コロナの心理的

 

(5) 広島大学ヴィジョン研究センター（EVRI）編（2020 年）『ポスト・コロナの学

校教育 教育者の応答と未来デザイン』溪水社、158 頁。 
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影響で示唆されたようなソーシャルディスタンスとの関係からいえば、対

話的な学びで重要な他者との関係も親密なものではなくなっている可能

性も高い。このように対話的な学びの実現ができないことは確かに危惧さ

れるものである。 

しかし、本来危惧しなければならないことは「対話的な学び」の実現よ

りも「主体的な学び」の実現である。主体的な学びとは他者との関係が重

視される対話的な学びとは反対に学習者個人が重視されるものである。学

習者個人が主体的に自ら学ばなければ対話的な学びもただの活動になっ

てしまい、深い学びになることはない。つまり、主体的・対話的な深い学

びを実現するためには、先ずは主体的な学びを実現させることが最優先で

ある。教師主導の授業であれ、先ずは主体的な学びが実現しているかどう

かに着目しなければならない。しかしながら、この点に着目しても、新型

コロナの影響によって主体的な学びも実現できていない状況であるとい

える。それは、主体的に学ぶためには学習者が新しい刺激に出会わなけれ

ばならないのであるが、先に述べたように新型コロナの自粛対策によって、

心理的にも新しい刺激に出会おうとする知的好奇心が失われている可能

性があるためである。本当にアクティブ・ラーニングを実現するために危

惧するべきはこの点であるといえる。 

 

結論 

 以上のように新型コロナにおける政府の政策は、自粛による知的好奇心

の抑制やソーシャルディスタンスによる他者との親密性の低下などの影

響の可能性があることを本稿では示した。そして、それは学校教育にも、

知的好奇心によって主体的に学ぶこと、他者と対話的に学ぶことへの影響

が示唆された。 

特に好奇心の欠如は最重要課題である。学問とは本来は「問い学ぶ」も

のであって、誰かから教わるものではない。自ら好奇心を持って学ぶこと

が本来の姿である。このような好奇心の話になると、筆者はイソップ寓話

の「北風と太陽」を思い出す。北風と太陽が、どちらが先に旅人の服を脱

がせることができるかを競い、北風は風を吹いて無理やり服を脱がせよう
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とするが失敗する。一方、太陽は燦燦と照りつけると、旅人は自分から服

を脱いだ、という話である。無理やりさせるよりも自発的にさせた方が良

いということであるが、現代の教育に当てはめてみると、服を着た旅人は

学習者のことであろう。服は行動を制限する心の重りである。この服を脱

がせるには、北風のように無理やりさせるのではなく、学習者が自ら「服

を脱ぎたい」と思わせる何かが必要である。その何かを教えていくことが

できる教師こそが、これからの時代には求められているのかもしれない。 

 

 


